
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 4 月 24 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：黒龍江省におけるコメ生産は土地基盤の改善,国際間技術移転と適応

研究による適正技術の開発と普及,生産請負制の導入等の制度改革,価格政策等の農業保護政策

により1980年代中頃以降急速な発展を遂げ,2011年には日本の1.8倍の米を生産する世界有数

のジャポニカ米産地へと成長した.黒龍江省産米は,価格と品質の両面で国際競争力を持ってお

り,日中韓 FTA 交渉等の結果次第では黒龍江省産米の日本への輸入が増加する可能性が高まる. 
 
研究成果の概要（英文）：Rice production in Heilongjiang province had started to grow at 
rapid rates since the middle of the 1980’s, and increased to the level of 1.8 times of 
the rice production in Japan. The rapid growth in rice production was mainly due to the 
factors such as land improvement investment, rice technology transfer from mainly Japan, 
development and extension of appropriate technology through adaptive research, 
introduction of the contract production system, institutional innovations, and 
introduction of agriculture protection policies. Heilongjiang rice has competitive power 
in the international market both in price and quality. Rice imports from Heilongjiang 
province to Japan will increase depending on the results of FTA negotiations among Japan, 
Korea, and China. 
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１．研究開始当初の背景 

中国・黒龍江省で 1980 年代中頃以降に稲

作が飛躍的な発展を遂げており,2011 年には

日本のコメ生産量の 1.8倍のジャポニカ米を

生産している.1990 年代中頃からは日本へ

SBS 米として黒龍江省産米が輸入されるよう

になったが,コメの卸売業者からは価格面,

品質面で一定の評価を得ており,将来,日本

のコメの関税率が引き下げられることにな

れば黒龍江省からのコメ輸入が拡大する可

能性も考えられる.黒龍江省におけるコメ産

業発展のメカニズムを解明するとともに今
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後のコメの生産拡大や輸出増加の可能性を

探ることが重要と考えられる. 

 

２．研究の目的 

本研究の第一の目的は,中国・黒龍江省に

おけるコメ産業が 1980 年代中頃以降急速に

発展し,世界有数のジャポニカ米産地へと発

展したメカニズムを解明することにある.コ

メの生産,乾燥・調製,貯蔵,輸送,流通,貿易

に関わる諸産業をコメ産業ととらえ,1980 年

代中頃以降黒龍江省の米産業が,排水・灌漑

を中心とする土地基盤の整備と,外国からの

技術導入,環境・風土条件に対する適応研究

を通じた技術移転の促進等により急速な発

展を遂げてきたメカニズムを農業発展論の

視点を中心に解明する.特に,①日本からの

稲の品種や畑苗移植栽培技術,田植機,精米

機等の技術移転が米産業の発展にどのよう

に貢献したかを解明するとともに,②黒龍江

省産米の輸出拡大の可能性を,価格面,品質

面の競争力という視点から調査研究する. 

 

３．研究の方法 

コメの増産メカニズムを先行研究や関係

者からの聞き取り調査,コメ生産や生産費等

に関する官庁統計等を参考に解明した.稲作

発展に関する論文,資料を収集するとともに,

稲作面積,単収,コメ生産費等に関するデー

タを収集した.さらに,稲作農民,国有農場,

コメの小売,卸売市場,大学,稲作研究所,国

家統計局農村調査総隊等で聞き取り調査を

行い,コメ生産,乾燥調製,コメ流通に関する

情報を収集した.稲作農家を対象にコメ生産,

農業経営等に関するアンケート調査を実施

して情報を収集,分析した. 

 

４．研究成果 

（1）黒龍江省におけるコメ生産は土地改良

投資による土地基盤の改善により発展する

基盤が形成された.特に,1988 年から開始さ

れた三江平原農業総合開発プロジェクトに

より湿原の開墾による農地造成や，畑作から

稲作への転換が推進された．こうした土地基

盤整備により日本から移転された寒冷地稲

作技術を普及・定着させる基礎条件が形成さ

れた． 

 

（2）1980 年代初頭に日本から移転された畑

苗移植栽培技術や稲の品種を適応研究によ

り適正化して，農墾区の実情に適応した技術

として普及する「適応研究とその成果の普

及」が稲作の発展に重要な役割を果たした．

「旱育稀植三化栽培技術」は春先の気温が低

く，無霜期間が短いという稲作の制約条件を

克服して，気候条件がより厳しい北部への稲

作の拡大を可能にした．また，日本の寒冷地

稲作地帯である北海道や東北地方で育成さ

れた稲の品種が 1980 年代初頭に導入され，

これらの中から農墾区の風土条件に適応す

る耐冷性・高収量品種を選抜するとともにそ

れらの品種と在来品種を交配して新品種が

育成された．こうした耐冷性品種の普及は稲

作の北進による稲作面積の拡大を可能にし

たもう一つの重要な要因であった．畑苗稀植

栽培技術と早熟でいもち病抵抗性があり，耐

冷性で良食味の品種の普及は，化学肥料や農

薬の増投と相まって単収の急速な増加をも

たらした．稲作の北進が加速し，稲作面積は

大幅に拡大した． 

 

（3）農墾総局-農墾管理局-国有農場-生産隊

という農墾体制は，稲作の発展の初期段階で

重要な役割を果たした．国有農場は水田開発

を主導するとともに，稲作農家に先進稲作技

術を普及する役割を担った．国有農場の水稲

弁公室は技術員を派遣して農家向けの講習

会を開催するとともに，栽培暦に基づいて生

産隊の技術員を指導し，技術員が生産隊内で

農家に技術指導を行う体制を確立した. 

 

（4）1980 年代中頃以降の農墾区における制

度改革も稲作の発展に重要な役割を果たし

た．人民公社時代には農墾管理局により農作

物の作付決定が一方的に行われ，農民の生産

意欲は低かったが,農場長責任制や職工農家

の生産請負制への移行により，農業生産は基

本的には収益性に基づく自主的判断により

行われるようになり,農民の生産意欲は高揚

した． 

 

（5）米価引き上げや保護農政により 1994～

98 年と 2004～10 年の二つの期間に，稲作の

10a 当たり利潤が畑作物の利潤と比べ大幅に

上昇したが，こうした稲作の相対的な収益性

の上昇に稲作農家は敏感に反応して，畑作か

ら稲作への作付転換を急速に進め,稲作面積

は大幅に拡大した． 

 



 

 

（6）農墾区における稲作の主要作業は 2010

年頃までにはほぼ全て機械化され，中・大型

機械化一貫体系が確立した．黒龍江省の中で

も,特に顕著に稲作が発展した農墾区では,

中・大型機械化技術体系を装備した 10～20ha

の大規模稲作経営が厚い層をなしており,稲

作面積の 7割弱の水田を耕作している． 

（7）今後，新たに稲作が可能な土地も相当

存在するといわれており，中・大型機械化一

貫体系を用いて稲作を行う大規模稲作経営

が一層厚い層を形成するものと思われる．

2011年には黒龍江省は日本の1.8倍のジャポ

ニカ米を生産しており,今後もコメ増産の可

能性がある.黒龍江省の米産業は,コメの品

質,価格面で国際競争力を保持していること

が明らかになった. 
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